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■  

4
年
間
で
身
に
つ
い
た
力
は「
忍
耐
力
」・「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
初
の
質
問
「
4
年
間
で

身・

・

・

・

・

に
つ
い
た
力
」
に
つ
い
て
、
自
由
回
答
を
分
類

し
た
と
こ
ろ
、
努
力
や
我
慢
、
継
続
と
い
っ
た
「
忍

耐
」
に
関
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
と
回
答
し
た
方

が
最
も
多
く
、
36
・
6

%
を
占
め
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
人
間
関
係
（
24
・

3

%
）
、
行
動
（
23
・
8

%
）
と
い
っ
た
も
の
が
多
く

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
逆
の
質
問
「
4
年
間
で

身・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

に
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
力
」
に
つ
い
て
も
、

こ
の
3
項
目
が
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
（
19
・
8

%
）
、
専
門
知
識
（
17
・

8

%
）
、
一
般
知
識
（
17
・
8

%
）
に
つ
い
て
比
較
的

高
い
結
果
が
出
ま
し
た
。
大
学
全
体
の
満
足
度
に
つ

い
て
は
、
平
均
は
74
・
2
点
（
1
0
0
点
満
点
）
な
が

ら
、
点
数
の
分
布
は
80
〜
89
点
の
範
囲
に
最
も
多
く

集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
岩
井
洋
学

長
は
「
現
在
、
本
学
で
は
実
社
会
に
根
ざ
し
、
実
社
会

か
ら
学
び
、
実
社
会
と
向
き
合
う
『
実
学
の
帝
塚
山

大
学
』
の
実
現
に
注
力
し
て
い
ま
す
。『
実
学
』
を
体

現
す
る
た
め
に
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
『
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
学
習
』
で
は
『
行
動
す
る
力
』
、『
協
働
す
る

力
』
、『
自
己
を
表
現
す
る
力
』
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
回
、
卒
業
生
が
身
に
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
と
回
答
し
た
力
も
こ
の
『
実
学
』
で
は
包
含
し
て
お

り
、
卒
業
し
て
か
ら
の
実
社
会
で
も
必
ず
求
め
ら
れ

る
力
と
言
え
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

■

卒
業
生
の
7
割
が「
授
業
が
社
会
で
役
に

立
っ
た
」と
回
答

　
「
大
学
の
授
業
が
社
会
で
役
に
立
っ
て
い
る
か
」
の

質
問
で
は
、「
役
に
立
っ
た
」
「
ま
あ
役
に
立
っ
た
」

を
合
わ
せ
て
70
・
1
％
が
好
意
的
な
回
答
を
し
ま
し

た
。
学
科
ご
と
に
み
る
と
、
こ
ど
も
学
科
、
地
域
福
祉

学
科
、
心
理
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
の
卒
業
生
に
つ

い
て
、
特
に
役
に
立
っ
た
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
蓮
花
一
己
副
学
長
（
教
学
担
当
）
は
「
所

属
学
科
に
よ
っ
て
傾
向
に
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
卒

業
後
の
進
路
と
か
な
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
た
め
で

し
ょ
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
印
象
に
残
っ
た
授
業
科
目

に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

わ
た
っ
て
本
当
に
数
多
く
の
科
目
が
挙
が
り
ま
し
た
。

ど
の
科
目
を
履
修
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ

く
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
最
終
的
に
ど
の

よ
う
な
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を

よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
出
て
か
ら
帝
塚
山

大
学
で
の
学
び
を
一
層
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

■

自
由
・
の
び
の
び
と
し
た
帝
塚
山
大
学

　
「
帝
塚
山
大
学
の
特
色
・
魅
力
を
一
言
で
表
す
と
？
」

に
つ
い
て
、
自
由
記
述
を
分
類
し
た
と
こ
ろ
、「
自
由
・

の
び
の
び
」
と
の
回
答
が
15
・
8

%
。
こ
の
あ
と
、「
自

然
」
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
、「
の
ん
び
り
」
等
の
語
が

続
き
ま
し
た
。「
本
学
を
周
囲
に
勧
め
た
い
か
」
に
つ
い

て
は
、「
強
く
思
う
」「
思
う
」の
合
計
が
7
割
弱
で
し

た
。
所
属
学
科
別
で
み
る
と
、
経
営
情
報
学
科
（
現
経

営
学
科
）
が
8
割
を
超
え
、
卒
業
時
期
ご
と
で
は
、
卒

業
時
期
を
遡
る
ほ
ど
「
勧
め
た
い
」
と
回
答
す
る
層
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
向
井
篤
弘
副

学
長
（
入
試
担
当
）
は
「
伝
統
的
な
帝
塚
山
大
学
ら
し

さ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
語
句
が
多
く
を
占
め
、
当
然
こ
れ

も
大
事
に
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方
、
動
き
の
あ

る
大
学
で
あ
る
こ
と
も
社
会
に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
進
学
先
の
選
択
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
本
学
を
勧
め
た
い
理
由
、
そ

う
で
な
い
理
由
を
様
々
な
角
度
か
ら
確
か
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

■

卒
業
生
の
多
く
は
納
得
し
た
進
路
を
選
択
。

資
格
取
得
の
必
要
性
も
認
識

　

就
職
に
つ
い
て
、「
希
望
ど
お
り
に
就
職
で
き
た
」

と
答
え
た
方
は
81
・
0
％
で
、
学
科
ご
と
に
は
居
住

空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
経
営
情
報
学
科
（
現
経
営
学

科
）
で
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
卒
業
時
期
で
み

る
と
、
若
年
層
で
あ
る
ほ
ど
、「
満
足
」
と
回
答
し
た

方
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
就
職
し
た
卒
業
生
の

う
ち
、
退
職
（
転
職
）
経
験
の
あ
る
方
は
45
・
1

%
で

し
た
。
卒
業
後
8
年
以
上
経
過
し
た
層
に
限
っ
て
い

え
ば
、
最
初
の
会
社
を
4
〜
5
年
で
離
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
退
職
理
由
と
し
て
、「
他
業
種

へ
の
興
味
」
、「
結
婚
」
の
ほ
か
、「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
を

挙
げ
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
ま
た
、
資
格
や
免
許
に

関
す
る
質
問
に
つ
い
て
は
、「
在
学
中
に
取
得
し
た
資

格
や
免
許
が
役
に
立
っ
た
」
と
答
え
た
方
は
「
ま
あ
役

に
立
っ
た
」「
間
接
的
に
は
役
に
立
っ
た
」
と
合
わ
せ

て
55
・
4
％
。
特
に
こ
ど
も
学
科
、
居
住
空
間
デ
ザ
イ

ン
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
で
高
い
値
を
得
ま
し
た
。
一

方
、
資
格
そ
の
も
の
を
取
得
し
な
か
っ
た
と
答
え
た
卒

業
生
も
27
・
2
％
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
都
留

進
副
学
長
（
学
生
支
援
担
当
）
か
ら
は
「
進
路
選
択
の

満
足
度
は
卒
業
時
期
の
景
気
な
ど
社
会
情
勢
の
影
響

が
大
き
い
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
本
学
と
し
て
は

単
な
る
就
職
活
動
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
職
業
観
・

就
労
意
識
の
形
成
や
向
上
に
資
す
る
取
組
も
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取
得
に
つ
い

て
は
昨
年
度
入
学
生
か
ら
、
最
大
5
講
座
ま
で
定
額

の
受
講
料
で
受
け
ら
れ
る
支
援
制
度
を
導
入
す
る
な

ど
、
学
生
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
始
め
て
お
り
、
新
入
生

の
2
人
に
1
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

■

大
学
は
就
職
・
資
格
取
得
支
援
、認
知
度
向
上

を
行
う
べ
き

　

最
後
に
「
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
充
実
さ

せ
る
べ
き
点
」
を
尋
ね
、
自
由
記
述
を
分
類
し
た
と

こ
ろ
、「
資
格
取
得
支
援
」
が
最
も
高
く
11
・
4

%
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、「
広
報
・
認
知
度
向
上
」

（
8
・
6

%
）
、「
就
職
支
援
」（
8
・
6

%
）
、「
授

業
内
容
・
方
法
」（
6
・
9

%
）
が
挙
が
り
、「
教
育
内

容
」（
6
・
3

%
）
に
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
多
賀
久
彦
大
学
事
務
局
次
長

は
「
就
職
支
援
、
資
格
取
得
支
援
は
保
護
者
に
と
っ
て

も
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
本
学
で
は
適
宜
、
講
演
会

や
懇
談
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
個
別
相
談
や
情
報
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
存
在
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
も
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の

情
報
発
信
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
は
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
回
収
率
が
わ
ず
か
1
・

2
％
、
他
大
学
の
同
様
の
事
例
と
比
し
て
も
低
位
に

と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
抽
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
や
意
見
を
卒
業
生
の
総
意

と
し
て
と
ら
え
る
に
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
も
ひ
と
つ

の
課
題
と
い
え
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
方
法
の
見
直

し
も
当
然
な
が
ら
、
卒
業
生
の
帰
属
意
識
を
高
め
る

方
策
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
卒
業
生
の
皆
様
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
る
帝
塚
山
大
学

特集
Special Feature

1
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
、
在
学
生
を
対
象
と
し
た
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生
生
活
意
識
調
査
の
ほ
か
、
入
学
時
や
卒
業
時
な
ど
に
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
学
生
の
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、そ
の
結
果
を
教
育
や
学
生
支
援
に
生
か
す
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、こ
こ
か

ら
さ
ら
に「
卒
業
生
」の
実
態
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
就
職
面
だ
け
で
な
く
、
学
生
時
代
に
受
け
た
教
育
内
容
、
身
に
つ
い
た
能
力
、
本
学
の
イ

メ
ー
ジ
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
導
き
出
さ
れ
た
課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

身
に
つ
い
た
力

身
に
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
力

大学4年間の学びで身についた力、身につけておけばよかったと
思う力を「◯◯力」という形で表してください。
（それぞれ3つまで回答可。自由記述を分類）

忍耐
コミュニケーション・人間関係

行動
調べ考えまとめる
サバイバル・人間力
協調・チームワーク

独創性
判断・統率
専門知識
表現

グローバル
自由
一般知識

36.6%
24.3%
23.8%
23.3%

15.8%
14.9%
14.4%

8.4%
6.9%
5.9%
5.4%
5.4%
5.0%

18.3%
16.8%
18.3%

6.4%
8.9%

1.5%
6.4%
7.4%

17.8%
6.4%

19.8%
3.0%

17.8%

帝塚山大学の満足度は何点ですか。（100点満点で）

0
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（名）

0 1～
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10～
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20～
29

30～
39

40～
49

50～
59

60～
69

70～
79

80～
89

90～
99

100
（点）

無回答

平均
74.2点

帝塚山大学の特色や魅力を一言で表すと何ですか。（自由記述を分類）
自由・のびのび

自然
アットホーム
のんびり
可能性

奈良・奈良を生かした学び
明るい・楽しい

環境
教職員との距離

教育内容
教員

施設・設備

15.8%
7.9%

6.9%
6.4%

5.9%
5.4%

5.0%
5.0%
5.0%

4.5%
3.5%
3.5%

0 5 10 15

17.8%

（就職した方のみ）就職後、退職（または転職）しましたか。（いずれか選択）

在学中に取得した資格や免許は卒業後役に立ちましたか。（複数選択可）
0 20 40 60 80 100

継続して勤務 退職・転職した 無回答

53.6%

60.6% 38.0%
48.0% 50.9%

45.1%

1.3%

全体

男性
女性

役に立った

まあ役に立った

間接的には役に立った

あまり役に立たない

役に立たない

取得しなかった

無回答
0 5 10 15 20 25 30

21.8%

15.8%

9.9%
9.4%

27.2%
2.0%

今後、大学が取り組むべき課題、充実させるべき点は
何だと思いますか。（自由記述を分類）

資格取得支援
広報・認知度向上

就職支援
授業内容・方法
学力・偏差値向上
教育内容（専門教育）

産官学連携・地域連携
学生支援
施設設備

グローバル・留学
授業内容（社会に役立つ）

0 2 4 6 8 10 12

11.4%
8.6%
8.6%

6.9%
6.9%

6.3%
5.1%

4.6%
4.6%

4.0%
4.0%

大学の授業は社会で役に立っていますか。（いずれか選択）

0 20 40 60 80 100

全体
教養

日本文化
英語文化・コミュニケーション

人間文化
経済

経営情報
法政策・法

心理
地域福祉
食物栄養

居住空間デザイン
こども

役に立った まあ役に立った あまり役に立たない 役に立たない 無回答

24.8% 45.3% 23.5% 5.9%

0.5%

卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
概
要
：
同
窓
会
会
員
の
う
ち
、平
成
2

（
1
9
9
0
）～
平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
卒
業
で
宛
先
不
明
者

を
除
い
た
1
6
8
1
3
名
が
対
象
。「
大
学
通
信
帝
塚
山
」（
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
8
月
上
旬
発
送
）同
封
の
専
用
は
が
き
に
回
答（
郵
送

料
は
大
学
負
担
）。記
名
式
。回
答
者
数
2
0
2
名（
男
性
86
名・女
性

1
1
6
名
）、回
答
率
1・2
0 

％

今
年
も
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

8
月
上
旬
、対
象
と
な
る
卒
業
年
度
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が

き
を
発
送
予
定
で
す
。
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特集 Special Feature 2
大学生の連携による食育活動の取組

食物栄養学科ヘルスチーム菜良・
農林水産大臣表彰受賞



「
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
」は
奈
良
県
と
県

内
の
管
理
栄
養
士
養
成
施
設（
畿
央
大
学
・

近
畿
大
学
・
帝
塚
山
大
学
・
奈
良
女
子
大

学
）が
連
携
し
た
サ
ー
ク
ル
で
、同
世
代
や

地
域
住
民
の
食
生
活
・
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
21
年
10
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
4
大
学
連
合

の「
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
協
議
会
」（
事
務

局
：
帝
塚
山
大
学
）を
設
置
し
、大
学
ご
と

の
活
動
だ
け
で
な
く
4
大
学
協
働
で
様
々

な
食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
28
年
6
月
11
日
、
第
11
回
食
育
推

進
全
国
大
会
in
ふ
く
し
ま
に
お
い
て
、
ヘ

ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
協
議
会
が
農
林
水
産
大

臣
か
ら「
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
」

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
若
い
世
代

を
対
象
と
し
た
望
ま
し
い
食
習
慣
の
普
及

啓
発
等
の
食
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
58
件
の

推
薦
か
ら
10
件
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
管

理
栄
養
士
養
成
課
程
で
学
ぶ
知
識
や
技
能

を
活
か
し
て
、
自
治
体
や
各
種
団
体
・
企

業
等
と
連
携
し
、
同
世
代
や
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
食
育
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た

こ
と
、ま
た
、大
学
ご
と
に
特
色
を
生
か
し

た
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
協
議
会
を
通

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の
活
動
の
報
告

発
表
や
意
見
交
換
、
協
働
で
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
な
ど
、
よ
り
良
い
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
日
々
お
互
い
に
高
め
合
っ
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
表
彰
事
例
の
中
か
ら
3
事
例
の
発

表
が
あ
り
、
食
物
栄
養
学
科
3
年
真
幡
隆

明
さ
ん
が
全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
舞
台

の
上
で
緊
張
し
た
面
持
ち
で
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
1
つ
と
し
て
、奈
良

県
の
平
成
26
年
度「
県
内
大
学
生
が
創
る

奈
良
の
未
来
事
業
」の
公
募
で
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た「
無
病
促
菜
で
元

気
1
0
0
％
事
業
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、若
い
世
代
へ
の
健
康

意
識
の
啓
発
や
野
菜
を

摂
り
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
す
す
め
、1
日
の
野

菜
摂
取
量
3
5
0
g
を

め
ざ
し
て
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム

菜
良
の
メ
ン
バ
ー
が
提

案
し
ま
し
た
。
第
1
弾

と
し
て「
若
い
世
代
に
も

互
い
に
と
っ
て
非
常
に
良
い
刺
激
に
な
り
、

今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

後
、各
大
学
で
食
育
活
動
の
際
に
開
発
し
た

ス
イ
ー
ツ
を
持
ち
寄
り
、今
後
の
連
携
に
向

け
た
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

帝
塚
山
中
学
校
と
の
取
組
や
交
流
会
の

様
子
に
つ
い
て
は
N
H
K
奈
良
の
な
ら
ナ

ビ「
輝
け
！
い
ち
ば
ん
星
」の
コ
ー
ナ
ー
で

も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、い
ち
ば
ん
星
と

し
て
本
学
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
代
表
の
食
物

栄
養
学
科
3
年
小
笠
原
綾
音
さ
ん
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
活
動
は
、本
学
が

掲
げ
る「
実
学
」の
理
念
を
受
け
、
日
々
の

講
義
・
実
習
だ
け
で
は
な
か
な
か
体
験
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、各
種
組
織
と
の
連
絡

調
整
や
地
域
住
民
の
方
と
の
交
流
を
通
じ

て
、管
理
栄
養
士
・
社
会
人
と
し
て
活
躍
で

き
る
た
め
の
重
要
な
学
び
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。学
生
た
ち
は
、今
回
の
受
賞
を
大

い
に
喜
び
、今
後
も
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
意
欲
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

気
軽
に
野
菜
を
摂
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

奈
良
の
野
菜
の
魅
力
や
生
産
者
の
思
い
を

伝
え
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
、学
生
た
ち

の
メ
ニ
ュ
ー
提
案
に
よ
る
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

の
開
発
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。第
2
弾
で

は
、若
い
世
代
に
対
し
て「
自
分
の
食
事
に

関
心
を
持
つ
こ
と
、食
を
選
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
高
校
生

へ
の「
出
張
課
外
授
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
帝
塚
山
中
学
校
と
の
協
力
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、中

学
校
の
食
堂
に
自
分
た
ち
の
提
案
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
生
徒
会

か
ら
の
要
望
を
受
け
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
レ
シ
ピ
の
調
整
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
始
め
た
こ
の
取
組
は
第

2
弾
の
準
備
中
で
、
中
学
生
と
学
生
た
ち

が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
は
9
月
頃
に
食
堂
で

販
売
予
定
で
す
。

4
大
学
連
携
活
動
と
し
て
、
6
月
19
日

に
は
帝
塚
山
大
学
に
お
い
て
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
大
学
の
活
動
発
表
は
、お

入
職
を
決
意
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

学
芸
員
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
大
学

4
年
生
の
頃
に
参
加
し
た
発
掘
調
査
の
ア

ル
バ
イ
ト
が
き
っ
か
け
で
す
。古
墳
の
調
査

で
、地
面
の
下
か
ら
見
つ
か
る
埴
輪
に
と
て

も
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
発

掘
調
査
を
通
し
て
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
学
芸
員
の
仕

事
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
芸
員
と
し
て
必
要
な
能
力
を
養
う
た
め

に
大
学
院
に
進
学
し
、
清
水
昭
博
先
生
指

導
の
も
と
、
研
究
発
表
や
市
民
大
学
講
座

で
講
演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

経
験
か
ら
、堅
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る「
考
古

学
」を
わ
か
り
や
す
く
人
に
伝
え
る
能
力

が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
大
学
院
在
籍
中
に

全
国
各
地
の
採
用
試
験
を
受
験
し
ま
し
た

が
、続
け
て
い
く
中
で
、出
身
の
大
阪
で
働

き
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
八
尾
市
を

受
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

課
の
広
報
を
担
当
し

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
文
化
財
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
歴
史
散
策
マ
ッ

プ
を
製
作
中
で
、
八
尾

の
遺
跡
や
歴
史
に
あ
ま

り
詳
し
く
な
い
人
で
も

楽
し
ん
で
頂
け
る
マ
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
古
墳

の
清
掃
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

　

窓
口
で
、「
市
内
の
遺
跡
を
巡
り
た
い
の

で
、
お
す
す
め
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」と

尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
方

に
、以
前
、
自
転
車
で
巡
っ
た
こ
と
の
あ
る

ル
ー
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。
後
日
、そ
の
方

が
感
想
を
伝
え
に
こ
ら
れ
、「
河
村
さ
ん
の

お
す
す
め
良
か
っ
た
わ
。」と
、
と
て
も
喜

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
身
近

な
情
報
を
発
信
し
、
八
尾
市
内
に
残
る
文

化
財
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
仕
事
を
す
る
上
で
、工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

市
民
か
ら
、遺
跡
や
土
器
に
関
す
る
質
問

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。常
に
正
確
な

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、最
新
研
究
や

文
化
財
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、さ
ら
に
自
分

の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？ 

専
門
的
な
言
葉
や
表
現
を
な
く
し
た

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
に
で
も
興
味
を

持
っ
て
頂
け
る
文
化
財
図
書
を
作
る
こ
と

が
私
の
目
標
で
す
。
ま
ず
は
、
歴
史
散
策

マ
ッ
プ
を
発
行
し
た
い
で
す
。
市
民
に
は
、

マ
ッ
プ
を
手
に
八
尾
の
ま
ち
を
歩
い
て
も

ら
い
、い
つ
も
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
八
尾

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

最
後
に
就
職
活
動
に
臨
む
後
輩
た

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

採
用
試
験
に
つ
い
て「
ま
ず
は
受
け
る

こ
と
。
受
か
る
試
験
も
受
け
な
け
れ
ば
受

か
ら
な
い
。」
と
恩
師
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
を
信
じ
て
、
学
芸
員
の
試

験
を
受
け
続
け
ま
し
た
。
不
合
格
ば
か
り

で
何
度
も
諦
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

20
代
の
う
ち
に
受
か
ら
な
け
れ
ば
学
芸
員

の
道
は
諦
め
る
と
リ
ミ
ッ
ト
を
決
め
、
決

死
の
覚
悟
で
臨
み
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
先
が
見
え
な
い
の
で
悩
む

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
自
分
に
は

こ
れ
し
か
な
い
。」と
退
路
を
断
つ
こ
と
で

集
中
し
て
が
ん
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

1  食育推進ボランティア表彰の様子　2  出張課外授業の様子
3  中学校生徒会での打合せにて　4   4大学交流会の様子

1

2

3

4

Introduce graduate

卒
業
生
紹
介

大学時代の思い出 ～仲間～
学部生の頃は美術サークルに所属し、土日は奈良や京都の美術館を訪れていました。
大学祭では、屋台でたこせんべいを販売し、屋台の様子が地方紙の１ページに載った
ことが印象的でした。
ゼミナールでは、森郁夫先生のもとで考古学を学びました。発掘調査のアルバイトを
紹介してくださったのも先生で、学芸員を目指す私の出発点といえます。

河村 卓さん
人文科学部 日本文化学科（現：文学部 日本文化学科）2010年3月卒業
人文科学研究科 日本伝統文化専攻 博士前期課程 2014年3月31日修了

八尾市教育委員会 教育総務部 文化財課 勤務

竹林寺の調査 奈良県の発掘調査現場にて

韓国にて
発掘調査の現場を視察する河村さん
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CAMPUS REPORT
2016 Apri l - Ju ly

文学部 英語コミュニケーション学科
The last of the Department of English Communication students will 
graduate this academic year

 "The Last of the Mohicans" is the novel we are studying in American Literature A. James Fenimore 
Cooper wrote the book. We are reading different versions and watching the 1992 movie (all shown in the picture).  
 The story is about the end of one group of American Indians: the Mohicans. In the book, all have died 
except two Mohicans since the British and other Europeans came to America from 1616. At the end of the book, there 
is only one Mohican left. 
 In the "Last of the Department of English Communication," the 15 students in the class are studying 
American literature, culture, and history. We have begun with the time before the United States of America was born. 
We will continue to the 1920s.  
英語コミュニケーション学科最終年度の学生の様子
「American Literature A（担当：R.A. ダンハム教授）では、ジェイムズ・フェニモア・クーパー著の『モヒカ
ン族の最後』を講読しています。授業では、本だけではなく学生が興味をもって学習できるように映画も活用
しています。文学を通して、アメリカの歴史や文化の変遷をたどるクラスで、現在 15 名の学生が履修してい
ます。アメリカ文学を皆で味わいながら、その楽しさと共感の輪を広げています。

心理学部 心理学科
新入生合宿オリエンテーションで軽快なスタート

今年、心理学部心理学科では、125 名の新入生を迎えることができました。入学直後の緊張を和らげるため、心理学
部では毎年の恒例として新入生合宿オリエンテーションを開催しています。合宿では、心理学の要素を取り入れたゲー
ムやアクティビティを行い、同級生や先輩、先生と交流をとり、新入生の皆さんが抱える不安をしっかりと解消していき
ます。軽快なスタートを切って、4 年間の大学生活を満喫してもらいたいと思います。

経済学部 経済学科
財務省近畿財務局のご協力によるリレー講義
「特殊講義（金融・財政の現状）」が11年目に

経済学部の特色あ
る科目、特殊講義（金
融・財政の現状）が
今年で 11 年目を迎え
ました。この授業は、
奈良財務事務所をは
じめ、財務省近畿財
務局の全面的なご協
力をいただき、金融
政策・財政政策の現
場におられる方々に
リレー形式で講義を
いただくというものです。経済学部の専門科目の一つとして、日本の
財政の現状と課題、奈良をはじめ近畿管内の経済情勢、金融経済の知
識、金融商品の仕組みなど、金融や財政に関する多様な内容が予定さ
れており、学生も毎週真剣に受講しています。

現代生活学部 こども学科
帝塚山ロボット教室に参画

帝塚山ロボット教室
は、帝塚山中学校・高等
学校の理科部ロボット班
の生徒たちが、近隣の小
学 5・6 年生を対象に開
いているイベントで、今
年で 3 回目になります。
こども学科の学生（有志）
は、顧問の先生の指導の
下、この運営に参画して
います。応募用のチラシ
を作り、小学校に配布依
頼に行ったり、説明用の資料を作り、県庁の記者クラブに広報に行った
り、応募者多数の場合の抽選をしたりと、大活躍。まさに影の立役者で
す。写真は、帝塚山ロボット教室の一場面。進行役もさせていただいて
います。

経営学部 経営学科
3年生全員を対象とした
キャリア講習会を開催しました！

経営学部では、最近の就活
スケジュールの早期化の流れ
を受けて、学内外の関係機関
と連携した就職活動のサポー
トにいっそう力を入れていま
す。6 月 7 日（火）には、3 年
次の全学生を対象とした第 1
回目の合同ゼミとして、株式会
社マイナビから東海裕介様を
講師にお招きし、キャリア講習
会を開催しました。今回の講
習会は、就職活動の具体的な
スケジュールや活動内容について学ぶことが目的です。学生たちは、来年 3 月
からはじまる就職活動にむけて真剣にメモを取りながら聴講していました。こ
のような就職活動のサポートを目的とした合同ゼミやキャリア講習会は、今後
も継続して定期的に開催される予定です。

文学部 文化創造学科
茶摘み体験交流会（宇治田原町）に参加

5 月 8 日（日）、「日本緑
茶の発祥地」とされる京
都府宇治田原町にて茶摘
み体験交流会（21 お茶の
ふるさと塾主催）が開催
され、本学科の教員 3 名
と学生 4 名が映 像コン
テンツ作成のために参加
しました。被写体となっ
た女子学生 3 名が茜襷

（あかねだすき）に手甲脚
絆、手ぬぐいをかぶって、
一番葉を摘みました。体験の様子は、牟田口教授と牟田口ゼミの学生た
ちによって映像化され、学科の Facebook（https://www.facebook.com/
tezbunkasouzou/）に掲載されています。

文学部 日本文化学科
学生による飛鳥遺跡探訪ガイド

考古学の清水昭博
ゼミでは、遺跡探訪
のガイドに取り組ん
でいます。5 月 21 日

（土）には、1 年生の
「学外実習」として飛
鳥遺跡探訪ツアーを
企画しました。このツ
アーには一般の考古
学ファンや他大学の
学生も参加しました。
考古学ゼミの学生た
ちは、飛鳥の歴史サークル両槻会の方々と連携しながら調査を重ね、
下見や原稿の検討など、入念な準備をして当日に臨みました。学生ら
しいガイドは参加者から好評をいただきました。

現代生活学部 食物栄養学科
高校生を対象とした健康教育講演会を実施

4 月 25 日（月）に、食
物栄養学科の木村祐子
准教授が、京都府立南陽
高等学校の 3 年生（355
名）を対象とした健康教
育講演会で、“3 年生応援
食 ～バランスの良い食
事で体調を整え、受験期
を乗り切ろう～ ” をテー
マに講演をしました。高
校生たちは、大変興味深
く前向きな受講態度で臨
まれ、木村先生も楽しく講演できたとのことです。今回の講演が、これ
から始まる受験に向けたより良い食生活と生活リズムの参考になるこ
とを期待します。

法学部 法学科
平成27年度の「特殊講義（防犯ボランティア講座）」
が修了式を迎えました

法学部では、平成 26 年度
より、奈良県警察のご協力の
下、「特殊講義（防犯ボラン
ティア講座）」を開講してい
ます。平成 27 年度は、犯罪
や非行の現状、防犯の手法を
学びながら、学生ボランティ
ア活動の意義を理解するこ
とを目的として、学生ボラン
ティア団体との会合やボラン
ティア実習に参加するなど、
様々な活動を行いました。修
了式では奈良県警察生活安全部犯罪抑止対策室長よりご挨拶いただき、受
講生に 1 人ずつ記念品が贈呈されました。

09 05
現代生活学部 居住空間デザイン学科
学生が手掛けたカフェ空間の
内装デザインが完成！

居住空間デザイン学科
の学生による「TEZUcafe

（テヅカフェ）空間デザイ
ンプロジェクト（指導教
員：小菅瑠香准教授・矢
部仁見准教授）」の内装が
ついに完成し、5 月 8 日、
五條市の道の駅にてグラ
ンドオープン式典があり
ました。TEZUcafe は 本
学食物栄養学科が五條市
の道の駅にて自ら運営す
る学生レストランです。隣接する「星のくに」にちなみ、五條市特産の箸
で装飾した紺色の壁と、降り注ぐ星のような天井モビールで夜空を表現
し、一体感のあるお洒落な空間が出来上がりました。

10
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「
奈
良
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
学
短

期
大
学
名
誉
教
授
の
故
・
青
山
茂
氏
が

提
唱
し
た
も
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で
あ
る
。
そ
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よ
る

と
、
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良
学
と
は
奈
良
を
対
象
と
し
た

単
な
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土
史
」
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従
来
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日
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代
史
」
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巨
視
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の
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」で
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体
を
俯
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し
、
日
本
の
歴
史
文

化
に
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る
奈
良
の
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と
も
に
、
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視
的
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蟻
の
目
」
で

人
々
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生
活
を
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し
、
奈
良
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し

て
日
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歴
史
文
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察
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も
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青
山
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際
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な
視
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に
よ
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本
文
化
史
の
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に
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奈
良
を
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象
と
し
た
独
自
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学
問
分
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築
や
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リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
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学

ぶ
学
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と
っ
て
こ
の
椅
子
は
、
デ
ザ
イ

ン
史
上
の
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品
と
い
う
だ
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で
な
く
、
家

「
奈
良
学
」が
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立
す
る
と
考
え
て
い
た
。

本
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で
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、
青
山
氏
の
志
を
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ぐ
と
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も
に
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

い
。
6
学
部
を
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際
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点
を
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す
る
奈
良
学
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貢
献
で

き
る
と
考
え
る
。
考
古
学
、
歴
史
学
、
民

俗
学
は
い
う
に
お
よ
ば
す
、
経
済
学
、
経

営
学
、
建
築
学
か
ら
食
物
学
ま
で
動
員

し
て
、
奈
良
を
総
合
的
に
研
究
し
た
い
。

ま
た
、
青
山
氏
は
新
聞
記
者
と
し
て
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経
験
か
ら
文
化
史
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ポ
ー
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ー
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あ
ろ
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と
し
た
。
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奈
良
の
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す
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ポ
ー
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ー
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役
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た
し
た
い
。

具
模
型
や
3
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ン
ピ
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ー
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操
作
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題
と
し
て
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染
み
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も
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あ
る
。

デ
ザ
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ン
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た
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建

築
家
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ト
・
ト
ー
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リ
ー
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フ
ェ
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は
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20
世
紀
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潮
流
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デ
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テ
イ
ル
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。
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ョ
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フ
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単
純
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形
態
と
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名
前
に
も
な
っ
て
い

る
赤
と
青
、
そ
し
て
黄
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と
い
う
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グ
ル
ー
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新
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遍
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。
こ
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作
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ザ
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な
い
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心理科学研究科 心理科学専攻
「不登校の子どもたちに大学生ができること～大学間の垣根を越えて～」着々と進行中！

昨年の 7 月に開催された「県内大学生が創る奈良の未来事業」公開コンペにて、本学大学院心理科学研究科のグループが「不登校の子どもたちに大学生
ができること～大学間の垣根を越えて～」というプロジェクトで優秀賞を受賞しました。このグループは、中地展生准教授のゼミ生が中心となり、学生ボラ
ンティアの力を効果的に活用して不登校の減少や予防を目指すというものです。今年の 4 月から、プロジェクトリーダーであった酒井希恵さん（本学心理科
学研究科修了）が奈良県教育委員会に所属し、各小学校の希望と大学生ボランティア派遣の調整を行う重要な役割を担当してくれています。5 月には、外部
講師による大学生ボランティアに対する事前研修会を実施し、学校現場で活動する際に必要なマナーや注意事項などをしっかりと学んでいただきました。こ
の研修会を経て、いよいよ奈良県内の各小学校へ大学生ボランティア派遣が開始されることになります。

11

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
現地を訪れて学ぶ

授業（「日本伝統文化特論」）の一環として、1581 年のもので、現在確認されている日
本最古のキリシタン墓碑の出土地を訪れました。これは田原城主の田原礼幡（レイマン）
のもので、礼幡は宣教師ルイス・フロイスの書簡にも登場する人物です。日本伝統文化
専攻は歴史・考古・民俗・美術といった手法で日本の伝統文化を研究する専攻であり、

「日本伝統文化特論」は各分野の研究法、最近の研究動向などをそれぞれの教員から学ぶ
学際的な科目です。各分野の特色にふれるなかで、このように現地を訪れ、そこから学
ぶことも多くあり、大学院生が学習や研究を進めていく際の大きな刺激となっているよ
うです。

12

経済学研究科 経済学専攻
中国返還前後の香港の経済状況や市民心理状態の変化を
調べる！

博士前期課程 2 年の張雨熙（チョウ ウキ）さんは、中嶋航一教授指導のもと、中国返
還前後の香港の経済状況や市民心理状態の変化について、香港の国民的漫画・アニメで
ある「マクダルとマクマグ」を使用したり、アンケート調査を行ったりすることで分析
しようと試みています。この漫画は始まった当初のストーリー設定と、中国返還後の内
容が変わるなどしており、香港の人々の経済心理学的な分析につなげたいということで
す。張さんは「難しいけど最後まで頑張りたい」と意気込みを語ってくれました。

13

CAMPUS REPORT
2016 Apri l - Ju ly

花田 卓司
（文学部 講師）分担執筆

公文書でたどる
近代滋賀のあゆみ
サンライズ出版
￥1,296

清水 昭博
（文学部 教授）分担執筆

帰ってきた瓦塼
－井内コレクション－
韓国 国外所在文化財団
₩ 30,000

岩井 洋
（帝塚山大学 学長）分担執筆

よくわかる宗教学
ミネルヴァ書房
￥2,592

花田 卓司
（文学部 講師）分担執筆

京の乱
白川書院
￥771

心理学部教員らによる
共同執筆

心理学概論
ナカニシヤ出版
￥3,672

王 冬蘭
（経済学部 教授）訳

風姿花伝
吉林出版集団有限責任公司
58.00 元

福本 葵
（法学部 教授）分担執筆

アメリカの証券市場
日本証券経済研究所
￥2,484

（著者名50音順）

中嶋教授と、使用するアニメの日本語版DVDを手にする張さん

大学院生の浅野祐実さんと稲田貴仁さん

1  外部講師による事前研修会の様子
2 受賞時の記念撮影
3 奈良県教育委員会のスタッフ
  （右は本学修了生の酒井希恵さん）

1

32

奈良公園より若草山を望む

穐原 寿識
（経営学部 講師）分担執筆

先を読むマーケティング
新しいビジネスモデルの
構築に向けて
同文館出版 ￥3,024
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Employment support

就職支援の取組み

News from the support group
後援会だよりー在校生保護者の皆様へー

【主な就職先】※日本標準産業分類による

【建 設】 【卸 売】 【金 融】 【公 務】
日成ビルド工業㈱ ㈱ゴールドフラッグ 日本郵便㈱ 奈良市役所
パナソニックホームエンジニアリング㈱ 旭食品㈱ ㈱りそな銀行 高知県栄養教諭
大和ハウス工業㈱ 尾家産業㈱ ㈱南都銀行 東京都小学校教員

【製 造】 【小 売】 ㈱紀陽銀行 横浜市小学校教員
シノブフーズ㈱ ㈱オンワード樫山 ㈱第三銀行 京都府小学校教員
千寿庵吉宗奈良本店㈱ ㈱サマンサタバサジャパンリミテッド 京都中央信用金庫 大阪府小学校教員

【運 輸】 【宿 泊】 大阪シティ信用金庫 三豊市（幼稚園教諭・保育士）
ANA エアポートサービス㈱ ㈱近鉄・都ホテルズ いちよし証券㈱ 東大阪市保育士
東海旅客鉄道㈱ 【サービス】 岩井コスモ証券㈱ 尼崎市保育士
四国旅客鉄道㈱ 綜合警備保障㈱ 明治安田生命保険（相） 橿原市保育士

吉本興業㈱ 警視庁
ワタキューセイモア㈱ 大阪府警察
㈱日清医療食品 奈良県警察

【3 年次生行事について】
実施時期 行 事

7 月初旬～ 初回面談
秋頃 個別面談（2 回目～）
2 月初旬 「学外合同企業説明会の歩き方」講座
2 月下旬 学内業界研究会
3 月 【学外】企業説明会　開始
月 1 回 目的別ガイダンス

［行事についての個別説明］

【初回面談：全員必須】
履歴書作成の第一歩となるもので、今までどのようなことに取り組
んできたかについて面談しながら聞いていきます。

【「学外合同企業説明会の歩き方」講座】
リクナビ・マイナビなどの情報媒体会社が実施する合同企業説明会
を前にその歩き方を説明します。

【学内業界研究会】
学内に本学学生の採用意欲が高い、大手・中堅問わず優良企業が集
まり、その業界の説明をしてくれます。

【目的別ガイダンス】
おおむね月1回目的別（業種理解・職種理解 等）のガイダンスを実施
しています。

就職活動には、自己分析・業界研究・企業研究が必要です。就職活
動を円滑に進めることができるかできないかは、3 年次生の間にど
れだけの準備ができるかにかかっています。本学では、学生が主役
ですが、キャリアセンターと保護者も連携して就職活動に望むこと
を推奨しています。

【４年次生行事について】
実施時期 行 事

9 月初旬～中旬 学内合同企業説明会
3 月初旬 学内合同企業説明会

【4 月以降随時】 個別企業選考会

［行事についての個別説明］

【学内合同企業説明会】
学内で本学学生の採用意欲が高い、大手・中堅問わず優良企業が集
まり、会社の説明をしてくれます。説明会・採用の流れに乗ること
ができます。

【学内個別企業選考会】
学内で個別企業が選考会を行います。毎年かなりの数が内定に結び
ついています。

【夏以降の 4 年次生の就職活動について】
毎年夏以降も求人がたくさん来ており、多くの学生が「内定」を獲
得しています。夏休みもキャリアセンターは開室していますので、
利用してください。
本学の学生に来ている求人については、「求人 NAVI」で見ることが
できます。春先の状況では昨年以上の求人が来るような雰囲気です。
http://www.tezukayama-u.ac.jp/career/employment/navi_system.
html
パスワードは学生に配付しています。

【お問合せ先】

奈良・東生駒キャンパス
Tel  0742-48-9688

奈良・学園前キャンパス
Tel  0742-41-4751

「CAREER NAVI BOOK」
就職活動を理解するための冊子として、
作成しました。キャリアセンターにて配
付しておりますので、ご活用ください。

本学の就職支援については、学生が主役であることは当然ですが、保護者の方との関係も重要視し、「学生・保護者の方・大学」という三位
一体の支援を展開しています。
保護者の方にも学生の「就活」を理解していただくために、毎年4月と12月に3年次生の保護者を対象として「保護者対象就職説明会」を

実施しており、毎回、多くの保護者の方に参加していただいています。
直近の就職支援行事を紹介いたしますので、保護者の方におかれましてはご理解いただき、学生に積極的にキャリアセンターの活用をお薦

めいただければと思います。

12月3日（土） 10：00 ～ 11：50
【会場】奈良・東生駒キャンパス
【内容】就職活動におけるキャリアセンター活用法や現4年生による就職活動体験パネルディスカッション「就職活動を振り返って」を
開催する予定です。　※詳細は、後期開講後に改めてご案内させていただきます。

｢3年生保護者対象就職説明会｣の開催を予定しております

キャリアセンターより

平成 27 年度の就職実績は次のとおりです。【就職内定率】98.7％　【求人件数】25,210 件

5月28日、東生駒キャンパス6号館において、平成28年度帝塚山大学後援会総
会が開催されました。大学後援会は、学術の研究、学生教育の援助、また会員、教職員、
学生相互の親睦を図ることを目的とした組織であり、在学生の保護者の皆様で構成い
ただいております。当日は約120名の方が出席され、役員人事や予算等の審議が行わ
れました。
また、卒業生の保護者の皆様で組織していただいている、帝塚山大学ファミリーク
ラブの総会も同日に開催されました。
午後からはバスに分乗して、ユネスコの世界遺産に登録されている法隆寺を訪れま

した。ファミリークラブの皆様も合流し160名を超える方々がグループに分かれ、文
学部日本文化学科の教員らによる解説で多数の文化財を巡り、充実した一日を過ごし
ていただきました。

■保護者の皆様から以下のようなご意見・ご感想をいただきました
   （参加者アンケートより）

・大学後援会がどのように運営されているのかが良く分かりました。
・奈良県の世界遺産などを巡る学外見学会を毎年楽しみにしています。
・�子どもから大学生活や授業内容、部活等の話を聞くことが難しくなってきた
ので、昼食会やバスでは学年、学部が異なる保護者の方々と情報交換ができ、
交流が深められるので楽しみにしています。

大学後援会総会・大学ファミリークラブ総会・学外見学会を開催しました

本会は、帝塚山大学後援会の協力のもと、学生の修学支援をはじめ、就職支援、生活支援等について、保護者と教職員による面談等を行う
ことにより、大学生活全般について、理解を深めていただくことを目的として開催しています。

10月22日（土）
【会場】奈良・東生駒キャンパス
【対象】文・人文学部、経済学部、経営・経営情報学部、法学部に所属する学生の保護者

10月23日（日）
【会場】奈良・学園前キャンパス
【対象】心理・心理福祉学部、現代生活学部に所属する学生の保護者

｢保護者教育懇談会｣を開催いたします

内容・タイムスケジュール
��9:30 ～� 受付開始
10:00 ～ 10:10� 開会・学長挨拶
10:10 ～ 11:30� 全体会（就職活動に関する特別講演会を予定）
11:40 ～ 12:50� 学科別説明会および情報交換会
13:00 ～ 14:00� 昼食（立食形式／個別相談もできます）
14:00 ～ 14:30� キャンパス見学ツアー
14:30� 終了予定
※両日とも同じスケジュールで実施します。
※�お申込みにつきましては、大学より7月下旬にお送りしておりますチラシをご覧ください。
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大学祭実行委員会は、その名の通り帝塚山大
学の大学祭【虹色祭】を1から自分たちの手で作
りあげていくことです。約50名で構成される実

行委員は、【虹色祭】以外でも学生全員が楽しむことのできるイ
ベントを年間を通じて企画・運営しており、楽しんで参加する
姿を見るたびにやり甲斐を感じています。
今年の【虹色祭】は11月19日（土）・20日（日）の2日間で

行います。テーマは『colorFull』ー【color】は「個性」【Full】は「いっ
ぱい」で『個性がいっぱい』ー　イベント、催し物も個性いっぱ
い、盛り沢山です。昨年度実施していなかった「のど自慢大会」
を本年度は実施予定。毎年好評の「アームレスリング」「イケメ
ンコンテスト」「ミスコンテスト」に加え、豪華なアーティスト
ライブやお笑い芸人のトークライブを予定しています。
���【虹色祭】の締めくくりとして盛大な花火を打ち上げます。花
火の綺麗さと相まって、最後までやり遂げた達成感や喜びはか
けがえのないものとなります。実行委員はこの【虹色祭】を企
画・運営することで成長し後々の自信につながります。
子供から大人まですべての方が楽しめる【虹色祭】を作り上

げますので、秋の夜空に輝く花火をひと目見に是非【虹色祭】
に参加しませんか？

6月2日～ 6月5日、フィリピン・マニラで
開催されたアジア・ジュニア選手権に、男子グ
レコローマンスタイル96kg 級で竹内　亮亘選
手（経済学部3年）が日本代表選手として出場し
ました。2回戦から出場した竹内選手は、インド
代表選手と対戦し、激闘を繰り広げました。僅か

なポイント差で判定負けしたものの、対戦したインド代表の選
手はその後決勝に進出。竹内選手の実力が世界に通用するこ
とを証明した一戦となりました。
帰国後、竹内選手は2回戦で勝機があった試合を振り返り、

「あの試合は力の差を感じず経験を積めば勝てる感覚だった」
と語り、次の海外大会にて再び代表選出されるよう、今期の総
ての試合で入賞を誓いました。
���【96㎏級】竹内亮亘（帝塚山大）9選手出場

敗復戦� ●［フォール、0-4］（キルギス）
2回戦� ●［2-4］（インド）　1回戦� BYE
竹内選手の所属するレスリング部の活躍に引き続きご注目

ください！
『虹色祭』に向け着々と準備進行中！Pick up!

大学祭
実行委員会

被災地支援・地域活性化ボランティアサークルの「スマート」が4月21日から
23日の3日間、帝塚山大学構内及び近鉄学園前駅前で熊本地震の被災地へ向けた

募金活動を行いました。熊本地震が発生し、真っ先に「募金活動をしたいです！」と大学の事務
室へ強い意志をもって現れたスマートのメンバー。全員が「被災地の方のために、今出来る事を
全力でやろう。」という気持ちで、昼休みや講義終了後の空き時間を利用し、真剣に活動に取り
組みました。その結果、3日間で127,758円もの募金が集まりました。活動に参加したスマート
のメンバーは、「たくさんの方々の温かい気持ちを感じることができ、とても嬉しく思います。」と
募金に参加して下さった皆様への感謝の気持ちを述べ、「被災された熊本の方々が少しでも早く
元気になれるよう、自分達にできる事を今後も一生懸命頑張ります。」と活動継続に向けて一致
団結しています。

熊本地震被災地支援の募金活動を実施しましたスマート

バスケットボールサークル JOKERは、練習はもちろん、数多くの試合経験を重ね
たいという男子学生により起ち上げられました。現在では男性36名、女性26名、マ

ネージャー2名という多くの学生が所属するサークルへと成長しました。
5月22日、堺市で行われた3�on�3の大会では、16位中3位という好成績を収めました。
普段とは異なる競技形式でしたが、参加したメンバーは「次回に向けてチーム編成を考え、優勝

を狙いたい」と意欲的に新たな目標を語ってくれました。7月には奈良・東生駒キャンパス所属の
「ぬぅでぃず」との試合、秋には別の大会を控えているJOKERの今後の活躍にご注目ください！！

試合経験を重ねて成長を続けていますＪＯＫＥＲ

5 月 27 日、奈良・学園前キャンパスにて、天文サークルのメンバー
17 名が星の観測を行いました。集合から観測までの待ち時間は、メン

バー同士でにぎやかに語り合ったり、写真撮影をしたり、親睦を深めるのにとても
よい時間になります。日頃は遅くまで授業やアルバイトがあり、ゆっくりと星を眺
める機会が少ない学生達。スマホのように下を向いて小さな画面を見続けるのでは
なく、空を見上げて自然の流れをゆったり感じながら、いつもと違う時間を過ごす
ことができたようです。今後はプラネタリウムや、もっと星がきれいに見える所に
訪れようと、様々な企画を検討している天文サークルのメンバー。日常を離れて経
験する今後の活動報告がとても楽しみです。

空を見上げて非日常を体感しています！天文
サークル

Pick up!
レスリング部

2016年アジア・ジュニア選手権大会に竹内選手が日本代表選手として出場！

奈良・東生駒 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS

女子ラクロス部では毎年ゴールデンウィーク中、大阪
市鶴見緑地球技場において日本ラクロス協会が主催す
る1年生対象のイベント「フレッシュマンズフェスタ」
に参加しています。今年も関西選抜などの強豪の試合
を観戦後、選抜の選手たちから技術指導を受け自分た
ちの力としていきました。又他大学の1年生とも練習が
出来ることからコミュニケーションも取れ仲間も増えま
した！ラクロスは大学から始めるスポーツナンバー1な
ので初心者もOK！春からラクロスを始めた新入生も力
をつけ、秋から始まるリーグ戦に向け奮闘中。
皆様の暖かいご声援をお願いいたします！

私たち｢演劇部｣は20年ほど伝統のあるクラブです。
2016年度から劇団名を「劇団プラス」から「劇団透り

雨」と改め、新しく生まれ変わりました。夏季公演、大学
祭公演、新入生歓迎会公演の年3回公演を目標として
活動しています。
演劇と聞くと一般に舞台に立っている人たちだけの姿

を想像されがちですがそれだけではひとつの作品を完成
させることはできません。舞台に立っている人間に光を
あて、音を流し輝かせてくれる裏方の人たちのおかげで
私たちは舞台においてすばらしい演技を行えています。
生まれ変わったその演技を是非見に来てください！

ラクロスは大学から始められる
スポーツNo.1！！

生まれ変わった演劇部です！！女子
ラクロス部 演劇部

奈良・学園前 CAMPUS

奈良・東生駒 CAMPUS

奈良・東生駒 CAMPUS

奈良・東生駒 CAMPUS
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クラブ・サークルを通して、学内外で活躍する帝大生。
学生たちの元気な姿をお届けします。

クラブ・サークル活動

CLUB ACTIVITIES
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。
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の
在
り
方

を
胸
に
、
今
後
も
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

1��国際学会の発表様子
2�Paris学会の発表様子
3�山本先生誕生日会
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研究室訪問Office Introduction

経営学部／経営学科

田中研究室
田
中
先
生
の
ご
専
門
と
近
年
の
研
究

内
容
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
十
年
来
、
ど
う
す
れ
ば
組
織
に
経

営
理
念
が
浸
透
す
る
の
か
を
探
る
た
め
、理

念
浸
透
が
進
ん
で
い
る
と
公
言
さ
れ
て
い

る
企
業
6
社
の
、経
営
者
、役
員
、管
理
者
、

若
手
社
員
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

調
査
を
進
め
る
中
で
、
社
員
一
人
一
人

が
い
か
に
す
れ
ば
理
念
を
理
解
す
る
の

か
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は

「
ひ
と
山
乗
り
越
え
る
経
験
」
が
重
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
先
行
研
究
で

は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
発
見
事

実
で
し
た
。
理
念
浸
透
と
い
う
と
唱
和
や

壁
に
文
言
を
貼
る
な
ど
、
方
法
論
的
な
こ

と
を
思
い
つ
き
ま
す
が
、
そ
ん
な
小
手
先

の
こ
と
で
理
念
は
浸
透
し
ま
せ
ん
。
本
質

的
な
仕
事
に
い
か
に
立
ち
向
か
う
か
、
そ

れ
が
鍵
と
な
る
の
で
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
私
の
ゼ
ミ
運
営
に

大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
ゼ

ミ
生
に
、い
か
に
成
長
で
き
る
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
考
え
方
で
す
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、学
生
と
ど
の
よ
う
な

取
組
み
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

ゼ
ミ
で
は
、
就
職
活
動
を
視
野
に
入
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら「
経
験
」で
き
る

「
場
」を
学
生
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

優
良
中
小
企
業
と
学
生
を
結
び
つ
け
、

内
定
率
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

N
P
O
法
人
J
A
E
と
連
携
し
、社
長
と

の
会
食
や
、本
音
ト
ー
ク
会
等
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
、ゼ
ミ
生
を
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣
先
企
業
で
、

先
方
と
ゼ
ミ
生
が
合
意
す
れ
ば
、
社
長
面

談
の
う
え
採
用
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
働
き

か
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。大
学
生
活
の
早
い

時
期
か
ら
経
営
者
や
企
業
と
接
触
す
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
で
、
社
会
を
知
り
実
体

験
を
積
ん
で
も
ら
い
、そ
れ
を
就
職
活
動
の

糧
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
天
王
寺
大
学
と
合
同
ゼ
ミ
を

実
施
し
、テ
レ
ビ
会
議
や
、研
究
発
表
大
会

を
通
し
て
、「
優
良
企
業
」に
つ
い
て
文
献

研
究
、
調
査
、
分
析
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
就
職
活
動
を
視
野
に
入
れ
た
取
り

組
み
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、他
大

学
に
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
仲
間
を
作
る
こ

と
が
、も
う
一
つ
の
狙
い
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
ご
研
究
の
方
向
性
や
抱
負
に

つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

研
究
の
軸
足
は
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
現
場
に
必
ず
答
え
が
あ
る
と

信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
ま
で
の
調
査

か
ら
日
本
企
業
に
お
け
る
理
念
浸
透
を
明

　田中ゼミでは、
JAE主催「ミライ企
業プロジェクト」へ
の参加を呼びかけ
てくださり、先生が
多くの企業や経営
者と出会う機会を
作ってくださいま
した。私は、食品の
製造・販売会社と
出会い、太陽のよ
うに明るく前向き

な社長に心惹かれ、ぜひインターンシップに参加
したいと手を挙げました。今は長期インターンシッ
プとして、週3，4回お世話になっています。失敗を
恐れず、たくさんチャレンジしてほしいと、社長を
始め社員の方々も後押ししてくださり、大きな仕事
を任されることもあります。私はインターンシップ
生ですが、社員の一員として働いているという感覚
があり、このような大変貴重な体験ができたのは、
田中ゼミに入ったおかげと感謝しています。

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
は

フ
ィ
ー
ル
ド
を
海
外
に
移
し
、ロ
ー
マ
や
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
現
地
法
人
へ
調
査
に
出

向
き
、外
国
人
ス
タ
ッ
フ
へ
の
理
念
浸
透
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
は
、
現
場
で
の
発
見
事
実
が

元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、得
ら

れ
た
知
見
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
方
々
に

書
籍
や
講
演
と
い
う
形
で
お
返
し
し
た
い
。

と
同
時
に
、
学
生
に
は
現
場
を
反
映
し
た

臨
場
感
あ
る
授
業
を
提
供
し
た
い
、
そ
の

想
い
を
胸
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ

て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

田
中
ゼ
ミ
で
は「
文
遊
両
道
」が
合
言
葉

で
す
。
授
業
の
節
目
ご
と
に
学
生
と
の
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、オ
ン

と
オ
フ
を
使
い
分
け
、十
分
に
勉
強
し
た
後

は
、大
い
に
遊
ぶ
、そ
の
遊
び
心
が
柔
軟
な

物
の
考
え
方
や
、ア
イ
デ
ア
の
創
造
、勉
強

へ
の
意
欲
に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
は
ず
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時

間
は
、卒
業
し
て
か
ら
も
思
い
だ
さ
れ
る
も

の
で
す
。有
益
な
時
間
を
と
も
に
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

日本心理学会ー発表の様子

心理科学研究科から博士が誕生！山下雅俊さんの帝塚山大学での軌跡

2

3

ゼミ生の声The Voice of Seminar Students

福島 愛さん（4 年）

経営学部／経営学科

田中 雅子 教授 MASAKO TANAKA   
帝塚山大学教養学部卒業。同志社大学大学院総合政策
科学研究科博士後期課程修了。博士（政策科学）。京
都大学医学部付属病院教授秘書、羽衣国際大学講師・
准教授を経て現職。専門は経営組織論。主な著書に『経
営理念浸透のメカニズム』（中央経済社）、『ミッション
マネジメントの理論と実践』（中央経済社）等がある。
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NEWS & TOPICS帝塚山

職員紹介

二階堂 純矢
学生支援センター 教学支援課

（奈良・学園前キャンパス）

突然ですが皆さん、挨拶していますか？挨拶
をすると気分がよくなりませんか？私は、大学構
内ですれ違う人には、挨拶をするように心掛けて
います。挨拶を返してもらうととても嬉しくなり
ます。ある国語辞典には、挨拶とは「人と人とが
出会ったときや別れるときに交わす儀礼的な動
作や言葉。相手に敬意・親愛の意を示す行為で、

対人関係を円満にし、社会生活を円滑にする。」と記されています。挨拶は人と
人をつなぐためにとても重要だと思います。突然、話しかけるのは難しくても
普段から挨拶を交わしていれば何か話をしたい時にも話しかけ易くもなります
し、いつも元気に挨拶を返してくれる学生が「いつもの雰囲気と違う」と挨拶
を通じて感じることも多いです。皆さん、私を見かけたら、是非、挨拶をしてく
ださいね。そして、友達同士、来学者の方に挨拶を積極的にしてみましょう。

松田 友梨奈
学生支援センター キャリアセンター

（奈良・東生駒キャンパス）

本学に入職4年目になり、現在キャリアセン
ターにて学生相談・選考書類の添削・就職試験
対策ガイダンス等幅広く業務を行っています。
常に、“今 ”の学生には何が合っているのかを念
頭に置き、学生に真正面から接することで、関係
を築くよう心がけています。話をする中で、学生
から気付かされることも多く、私の中では、二人

三脚で就職活動に臨んでいる気持ちです。卒業後の進路という大きな岐路に
たっている皆さんは、不安な気持ちを抱えていることと思います。そんな皆さ
んに少しでも勇気を持って選択し、進んでもらえるよう、熱意と、行動で魅せ
ることを目標に日々仕事に励んでいます。大事な選択だからこそ、1人で悩ま
ず、教職員という周囲の “大人 ”を味方につけて、自分の思う進路を掴み取り
ましょう。

　この度、農林水産大臣賞を受賞できたことを非常に光栄に
感じ、顧問の岩橋先生始め、メンバー全員大変喜んでいます。
　私たちの活動は、食物栄養学科で学んだことが実践で
き、貴重な経験を沢山体験することができます。（受賞の
経緯については本誌4ページに掲載しております。）
　これからも全てのライフステージの方々に私たちの活
動を通して食の大切さを認識してもらい、ヘルスチーム菜
良を今まで以上に知ってもらえるよう頑張っていきます。
　後輩たちには、これからも新しいことにチャレンジしつ
つ、歴代の先輩方が、築いてきた伝統を守っていって貰い
たいと思っています。

第10回あかね祭（新入生歓迎会）を開催しました
4月 24日、奈良・学園前キャンパスにおいて、あかね祭（新

入生歓迎会）を開催しました。第10回目となる今年のテーマ
は「ハピネス～それぞれの幸せのかたち～」。来場される方々
の幸せを願い、あかね祭実行委員会は準備に取り組んでまい
りました。当日は初夏を感じさせる陽気の中、新入生をはじ
め、在学生、地域の方など、約1800名の来場者で賑わいまし
た。同時開催イベントとして 2016 奈良食育文化祭（第 4回
奈良グルメフェア）が開かれ、トークショーでは俳優の辰巳琢
郎さんが食に関する幅広い知識を披露されました。他にも子
どもたちを対象とした「キッズサイエンスクッキング」やビン
ゴ大会、吉本お笑いライブなど、さまざまなイベントが行われ
ました。また、帝塚山短期大学のホームカミングデーも開催さ
れ、多数の卒業生の方にご来場いただきました。

表紙の人 ヘルスチーム菜良 代表 小笠原 綾音さん　現代生活学部食物栄養学科�3年

▼
5
月
12
日

現
役
消
防
官
が
講
義
を
実
施

法
学
部
の
講
義「
消
防
組
織
と
消
防
実
務
」に
お

い
て
、
生
駒
市
消
防
本
部 

坂
上
消
防
長
に
よ
る
講

義
を
実
施
し
ま
し
た
。
消
防

官
志
望
の
学
生
に
対
し
、
消

防
の
組
織
や
活
動
の
実
態
、

仕
事
に
取
り
組
む
心
構
え
な

ど
経
験
を
ふ
ま
え
た
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

▼
5
月
15
日

保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
Ａ
Ｏ
入

試
説
明
会
を
開
催

▼
5
月
24
日

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ 

つ
ど
い
」が
オ
ー
プ
ン
！

地
域
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
学
文
化
創
造
学
科 

村
田
武
一
郎
研
究
室
と
西
大

和
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
協
議
会
が

協
力
し
て
運
営
す
る
も
の
で
、

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
町
の

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
内
ラ
ウ
ン

ジ
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▼
5
月
25
日

新
入
留
学
生
歓
迎
懇
親
会
を
実
施

▼
5
月
25
日
・
26
日

平
成
28
年
度
帝
塚
山
学
園
特
別
奨
学
金
受
給
者
の
表
彰
式

▼
6
月
12
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

小
雨
の
降
る
天
候
に
も
関
わ

ら
ず
、
5
0
0
名
を
超
え
る

多
数
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
参
加
さ

れ
た
方
に
と
っ
て
帝
塚
山
大

学
を
リ
ア
ル
に
体
験
で
き
る

1
日
と
な
り
ま
し
た
。

▼
7
月
1
日

滋
京
奈
地
域
人
材
育
成
協
議
会
を
設
立

地
域
に
活
躍
す
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
地
方
創
生

に
寄
与
す
る
目
的
で
、
本
学
を
含
め
た
滋
賀
県
・
京

都
府
・
奈
良
県
に
立
地
す
る
大
学
及
び
産
業
界
等
が

連
携
す
る「
滋
京
奈
地
域
人
材
育
成
協
議
会
」の
設
立

総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会
が
京
都
産
業
大
学
に
お
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。

▼
7
月
8
日

平
成
27
年
度
課
外
活
動
表
彰
式
を
実
施

課
外
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
団
体
・

個
人
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、賞
状
お
よ
び
大
学
後
援

会
か
ら
の
賞
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。今
回
は
課
外
活
動
表

彰
式
に
合
わ
せ
て
、2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
学
連
携
協
定

に
基
づ
く
応
援
セ
レ
モ
ニ
ー
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
4
月
1
日

第
53
回
帝
塚
山
大
学
入
学
式
、
第
28
回
帝

塚
山
大
学
大
学
院
入
学
式
を
挙
行

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
講
堂

に
お
い
て
二
部
制
で
行
わ
れ
、第
一
部
で
文

学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
法
学
部
、

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
大
学
院
経
済

学
研
究
科
を
、第
二
部
で
心
理
学
部
、現
代

生
活
学
部
、
大
学

院
心
理
科
学
研
究

科
の
入
学
式
を
挙

行
し
、
新
た
な
帝

塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
ま
し
た
。

 

▼
4
月
8
日

新
入
生
歓
迎
会
を
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催

執
行
委
員
会
が
主
催
す
る
新
入
生
歓

迎
会
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
が
新
入
生
勧
誘
の
た
め
の
ア

ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ

ン
パ
ス
の
体
育
館

は
7
0
0
名
を

超
え
る
新
入
生
で

ほ
ぼ
満
員
と
な
り
、

先
輩
た
ち
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

▼
4
月
9
日

ミ
ス
帝
塚
山
の
吉
田
早
希
さ
ん
が
一
日
警
察
署
長
に

奈
良
県
警
察「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
お
い
て
、
ミ
ス
帝
塚
山
の
吉
田
早
希
さ
ん

（
現
代
生
活
学
部
食
物
栄
養
学

科
4
年
）が
奈
良
西
警
察
署

の
一
日
警
察
署
長
を
委
嘱
さ

れ
、行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

向
け
て
、
同
乗
者
の
後
部
座

席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

や
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

 
▼
4
月
21
日

「
球
場
を
満
員
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
１
回
講

義
を
実
施

昨
年
、大
き
な
話
題
と
な
っ
た
産
官
学
連
携「
球
場

を
満
員
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
今
年
度
第
1
回

講
義
が
経
済
学
部
お
よ
び
経
営
学
部
の
授
業
で
行
わ

れ
ま
し
た
。オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
事
業
本
部
部
長

の
三
上
尚
弘
氏
か
ら
、集
客
戦

略
や
野
球
が
持
つ
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
特
殊
性

や
専
門
性
を
解
説
い
た
だ
き
、

真
剣
に
講
義
に
参
加
す
る
学

生
た
ち
の
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

▼
5
月
10
日

第
30
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
で
6
年
連
続
、
全
国

平
均
を
上
回
る
合
格
率
を
達
成

▼
5
月
30
日
～
6
月
3
日

禁
煙
支
援
・
受
動
喫
煙
防
止
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
2
0
1
6
を
実
施

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
奈

良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
、「
せ
ん
と
く
ん
」ら
と
と
も
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
4

月
か
ら
全
面
禁
煙
と
な
っ
た
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
喫
煙
・
非

喫
煙
を
問
わ
ず
多

数
の
学
生
が
ク
イ

ズ
等
に
参
加
す
る

活
気
に
満
ち
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

▼
6
月
11
日

「
帝
塚
山
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
」
を
開
催

帝
塚
山
中
学
校
高
等
学
校
の
理
科
部
ロ

ボ
ッ
ト
班
が
先
生
と
な
り
、
地
域
の
小
学

生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
る「
帝
塚
山
ロ
ボ
ッ

ト
教
室
」。
教
室
の
企
画
・
運
営
を
、
教
員

志
望
の
帝
塚
山
大
学
現
代
生
活
学
部
こ
ど

も
学
科
の
学
生
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
学

生
た
ち
は
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
力

を
合
わ
せ
て
準
備

に
取
り
組
み
、
サ

ポ
ー
ト
側
に
立
つ

こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

April

M
ay

5
月

June

6
月

July

7
月

4
月

▼
7
月
12
日

「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」
を
開
講

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、現

代
生
活
学
部
こ
ど
も
学
科
の
授
業「
プ
レ
ゼ

ミ
」の
一
環
と
し
て
教
育
実
習
を
控
え
た
学

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社

N
T
T
ド
コ
モ
関
西
支
社
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、教
育
実
習
等
で
の

学
校
現
場
で
の
ス
マ

ホ
・
ケ
ー
タ
イ
に
関

す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
ま
し
た
。
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INFORMATION&

EVENT NEWS

 August-December

お知らせ・
イベントニュース

夏季一斉休業のお知らせ
帝塚山大学は、8月11日（木）～8月18日（木）まで、夏季一斉休業期
間となっています。お電話、メール等のお問合せにはお応えできません
ので、あらかじめご了承ください。メールやホームページからのお問合
せに対しては、一斉休業終了後に順次対応させていただきます。

大学キャンパスで、奈良県立図書情報館の本が借りられるよ
うになりました。
　平成28年2月25日、本学図書館は奈
良県立図書情報館（以下、図書情報館）
と相互協力に関する協定を締結し、在学
生、教職員の方々は、大学キャンパスに
いながら、図書情報館の資料の借出し、
返却ができるようになりました。図書情
報館からの配送は週に1度で、火曜日の
17時までに本学図書館カウンターで取
り寄せの手続きをすると、その週の木曜
日（但し、学園前は金曜日）には本が届
きます。
　詳しくは両キャンパス図書館までお問
合せください。

Information from the Library

図書館からのお知らせ

Open lecture

公開講座

【お問合せ先】
帝塚山大学考古学研究所・附属博物館
〒631-8501�奈良市帝塚山7-1-1

Tel �0742-48-9700　 Fax �0742-48-8783
考古学研究所�:�http://www.tezukayama-u.ac.jp/arch

 arch@tezukayama-u.ac.jp

【お問合せ先】帝塚山大学 奈良学総合文化研究所
〒631-8501�奈良市帝塚山7-1-1

Tel �0742-48-8842（火・木・金�9時～17時）

帝塚山大学奈良学総合文化研究所
奈良学への招待XV「大和の中世」 申込不要  聴講無料

第1回　10月29日（土）10：30～12：00
演題  豊臣秀吉の吉野花見と『吉野百首』 
講師：鷺森�浩幸（帝塚山大学文学部教授）

第2回　11月5日（土）10：30～12：00
演題  大和国の南北朝内乱
講師：花田�卓司（帝塚山大学文学部講師）

第3回　11月12日（土）10：30～12：00
演題  作庭と山水河原者
講師：源城�政好（帝塚山大学文学部元教授）

第4回　11月26日（土）10：30～12：00
演題  中世都市奈良と維摩会
講師：森川�英純（大乗院寺社雑事記研究会）

定員：各回100名
会場：奈良・東生駒キャンパス1号館1301教室

ミニ企画展示
「瓦アート展～アートな視点からみたKAWARA ～」
本展では学術的な「瓦」のイメージを変えて、アートな視点で見た新たな
「瓦」の様相をご覧いただきたいと思います。

［期 間］�9/24（土）～10/8（土）　［開館時間］�9：30～ 16：30
［入 場 料］�無料　［休 館 日］�日曜・祝日
［展示解説］�10/8（土）15：45～

第27回特別展示
「赤き瓦たち～高句麗瓦の世界～」
　当館が所蔵する多くの古瓦のなかでも特
に異彩を放つのが朝鮮古代の国、高句麗の
瓦です。その最も大きな特徴は赤い色です。
今回の特別展示では当館が所蔵するさまざ
まな種類の高句麗瓦を厳選して展示し、高句
麗瓦の世界を紹介します。　

［期 間］�10/22（土）～11/20（日）　［開館時間］�9：30～16：30
［入 場 料］�無料　［休 館 日］�日曜・祝日※11/20（日）は大学祭につき開館
［展示解説］�10/22（土）15：45～、10/29（土）13：00～約30分

第10回企画展示  
「永野太造展～寄贈ガラス乾板資料を中心に～」
　昨年本学に寄贈された永野太造氏撮影の文化財写真資料を展示しま
す。永野太造氏はとくに仏像写真を数多く手掛け、高い評価を得ました。
本展では寄贈資料から永野太造氏の作品像に迫ります。

［期 間］�12/3（土）～12/17（土）　［開館時間］�9：30～ 16：30
［入 場 料］�無料　［休 館 日］�日曜・祝日
［展示解説］�12/3（土）、10（土）15：45～

第9回博物館実習生による企画展示  
「型でつくるやきもの（仮）」
［期 間］�平成29年1/16（月）～2/4（土）
［開館時間］�9：30～ 16：30
［入 場 料］�無料
［休 館 日］�日曜・祝日※ただし1/26（木）・27（金）は入試のため休館
［展示解説］��1/21(土)、28（土）、2/4（土）15：45～予定

Information from the Museum

博物館からのお知らせ

【お問合せ先】
帝塚山大学附属博物館

〒631-8501�奈良市帝塚山7-1-1
Tel �0742-48-9700　 Fax �0742-48-8783
http://www.tezukayama-u.ac.jp/museum/

Information from the General Affairs Division

総務課からのお知らせ
奈良・東生駒キャンパスに「ラーニング・コモンズ」 「リサーチ・コモンズ」を設置しました。
　学生の能動的な学習を支援し、学修時間の確保と学習環境の整備充実を図り、学生の様々な学習スタイルに対応できるよう、「ラーニング・
コモンズ」及び「リサーチ・コモンズ」を奈良・東生駒キャンパスに新たに設置しました。
　「ラーニング・コモンズ」（１号館・５号館・６号館の３ケ所）では、壁面ホワイトボード・可動式パーテーションを配置し（６号館）、開
放的なスペースを確保するなど、個人・グループを問わず、様々な学びを深める場として活用できる環境を整備しました。「リサーチ・コモン
ズ」（５号館）については、個人学習、グループ学習、プレゼンテーション練習等の各ラーニング・コモンズの特徴を兼ね備えた部屋として、
長時間の滞在が可能な対面型ベンチ式ソファやテーブルを設置する等、他のコモンルームにはない特別感のある学習スペースを整備しました。
　これら「ラーニング・コモンズ」及び「リサーチ・コモンズ」を活用し、複数教員が連携したオフィスアワーの共同実施等、学生個々への指
導を深めて主体的な学習へ導き、多様な学習ニーズに応えてまいります。

奈良・学園前キャンパス14号館の内装がリニューアルされました！
　奈良・学園前キャンパス14号館の内装がリニューアルされ、学生ホール・トイレが新しく生まれ変わりました。今回の改修は、学生の憩い
の場(福利厚生施設）を整備することを目的とした学生会からの寄付により行ったものです。
　学生ホールにおいては、家具一式・カーテンの入れ替え・席数の増加を行い、フェイクグリーンによる空間演出やLED照明による照度の向上
など、憩いの場にふさわしい環境を整備しました。また、学生ホール内の女子トイレには、新しくパウダールームが設けられました。
　学生たちは新たな憩いの場で、学びの合間のひとときを思い思いに過ごす様子がみられました。

第5回ホームカミングパーティ開催の
お知らせ
　平成28年11月20日（日）に帝塚山大学�奈良・
東生駒キャンパスにて『第５回ホームカミングパー
ティ』を開催します。大学祭「虹色祭」開催中の母
校で、懐かしの恩師・同窓生と一緒に学生時代にタ
イムスリップしませんか。
　同窓生のみなさまお誘い合わせのうえ、ふるって
ご参加ください。
　詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。 第4回ホームカミングパーティの様子

第10代学園長
古瀬 謹一名誉教授
学校法人帝塚山学園第10代学園長、帝塚山短期大
学学長、帝塚山学園理事、評議員を努められた古
瀬謹一名誉教授が2月27日、前立腺がんのため逝
去されました。享年78歳でした。昭和63年4月か
ら平成6年3月まで短期大学学長、平成11年4月か
ら14年3月まで学園長を努められました。

第10代学長
岩井 宏實名誉教授
帝塚山大学第10代学長で、学校法人帝塚山学園理
事、評議員を努められた岩井宏實名誉教授(岩井洋
学長の父)が2月29日、肺がんのため逝去されまし
た。享年83歳でした。専門は民俗学で、国立歴史
民俗博物館教授の後に、帝塚山大学教授、平成11
年4月から14年3月まで学長を努められました。

訃報

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

帝塚山大学考古学研究所・附属博物館共催
市民大学講座 申込不要  聴講無料

第372回 10月8日（土）14：00 ～ 15：30
 正倉院の三彩陶器をめぐる諸問題
 講師：高橋�照彦氏（大阪大学）
第373回 10月22日（土）14：00 ～ 15：30 
 高句麗の歴史と文化
 講師：井上�直樹氏（京都府立大学）
第374回 11月12日（土）14：00 ～ 15：30
 高句麗瓦の歴史とその世界
 講師：清水�昭博（帝塚山大学）
第375回 11月26日（土）14：00 ～ 15：30 要申込
 市民大学ウォーク④
 地光寺跡と葛城市歴史博物館特別展『葛城古寺探訪』の見学
 講師：清水�昭博（帝塚山大学）
� 会場：葛城地域　定員：抽選50名

第376回 12月3日（土）14：00 ～ 15：30
 （仮）奈良の写真史―工藤利三郎～入江泰吉まで―
 講師：兼古�健悟氏（入江泰吉記念奈良市写真美術館）
会場：奈良・東生駒キャンパス2号館2101教室

※本講座のみ

5号館6号館5号館1号館

【ラーニング・コモンズ】 【リサーチ・コモンズ】

【学生ホール】 【女子トイレ】
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短
期
語
学
研
修

本
学
で
は
夏
と
春
の
休
暇
中
に
海
外

の
協
定
大
学
で
3
コ
ー
ス
の
短
期
語
学

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
先
は

ア
メ
リ
カ（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
）、
ス
ペ
イ

ン（
バ
リ
ャ
ド
リ
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド（
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
）
の
3
カ
国

で
す
。
ど
れ
も
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
が
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド（
以
下『
Ｎ
Ｚ
』）で
の
研
修

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
研
修
先
の

A
ra Institute of Canterbury

（
旧
校

名CPIT

）は
2
0
1
6
年
度
に
他
大
学

と
統
合
し
、
同
国
最
大
の
国
立
高
等
専
門

国
際
交
流

大学通信帝塚山
University Letter
2015.12.25 No.39

「大学通信帝塚山」 企画・編集委員会
〒631-8501　奈良市帝塚山7-1-1　 Tel  0742-48-9192　 Fax  0742-48-6092

 koho@jimu.tezukayama-u.ac.jp
URL：http://www.tezukayama-u.ac.jp/

教
育
機
関
の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

春
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
2
0
0
4
年
度
か

ら
2
0
1
5
年
度
迄
に
1
3
9
名
も

の
学
生
が
参
加
し
た
超
人
気
コ
ー
ス
で

す
。
人
気
の
理
由
は
ク
イ
ー
ン
ズ
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
質
の
高
い
少
人
数
の
授

業
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
近
い
キ
ャ
ン
パ
ス

で
学
生
数
の
90
％
以
上
を
占
め
る
キ
ウ

イ（
Ｎ
Ｚ
人
）
大
学
生
と
一
緒
に
過
ご
せ

る
環
境
、
世
界
的
に
も
水
準
が
高
い
幼
児

教
育
な
ど
の
分
野
も
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
ユ

ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
さ
ら
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
と
羊
に
囲
ま
れ
た
田
舎

で
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、
マ
オ
リ
文
化

体
験
な
ど
の
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

が
あ
り
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
す
3
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
よ

う
で
す
。
今
年
度
の
Ｎ
Ｚ
短
期
語
学
研
修

は
2
0
1
7
年
2
月
頃
に
開
始
の
予
定

で
す（
募
集
は
今
年
11
月
頃
の
予
定
。
先

着
順
）。
詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
も
し

く
は
学
生
生
活
課（
0
7
4
2
―
4
 1
―

4
3
0
3
）ま
で
。

Willowbank�Wildlife�Reserve�にて
NZの動物との出会い

ゴンドラにのって�Mt.Cavendishの山頂へ

キャンパス内でマオリ文化体験

��「ファミリー入試」とは、帝塚山学園の建学の精神・学風を深くご理解いただい
た方を、帝塚山大学のファミリーとして歓迎する入試制度です。
出願資格は、学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校を既に卒業され

た方、もしくは現に在学している方の2親等以内の親族（配偶者・子・孫・父母・
祖父母・兄弟姉妹）で、本学が定める基準を満たし、高等学校を2016 年 4月1
日から2017 年 3月31日までに卒業された方又は卒業見込みの方です。
出願の際には「帝塚山ファミリー」であることの証明書（卒業証書の写し・卒業
証明書等を添付）が必要になります。
選考方法：①面接②書類審査（調査書・志望理由書）
詳しい出願資格や要件等に関して、必ず事前に入試課までお問い合わせ下さ
い。オープンキャンパスにご参加のうえでお問い合わせいただくことも可能です。

■ 前期スケジュール
出願期間 2016年9月12日（月）～10月1日（土）（消印有効）

選考日（面接） 2016年10月8日（土）

合格発表 2016年10月14日（金）

1次手続き締切日（入学金納付） 2016年10月31日（月）

■ 後期スケジュール
出願期間 2016年11月8日（火）～12月10日（土）（消印有効）

選考日（面接） 2016年12月�17�日（土）

合格発表 2016年12月21日（水）

1次手続き締切日（入学金納付） 2017年1月13日（金）

■ 募集学部学科
学 部 学 科 募集人数

文学部
日本文化学科

若干名

文化創造学科

経済学部 経済学科

経営学部 経営学科

法学部 法学科

心理学部 心理学科

現代生活学部

食物栄養学科

居住空間デザイン学科

こども学科

帝塚山大学では、卒業生、
もしくは在学中の方のご家族を対象とする

入試制度「ファミリー入試」を実施しています。

■ 入学金について
ファミリー入試でご入学される方は、入学金が 6万円になります。

（通常 18万円）

【お問合せ先】
帝塚山大学 入試課

Tel  0742-48-8821（直通） Fax  0742-48-9021
 nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

2017 年度 帝塚山大学
ファミリー入試のご案内

－ 来春、受験を控えたご子息ご息女をお持ちの保護者の皆様へ －

OPEN CAMPUS 2016 
大学見学会 入試対策講座（奈良・学園前キャンパス）

オープンキャンパス開催日以外も！　【予約不要】

9/11（日）
奈良・東生駒キャンパス

10:00〜 11:30
奈良・学園前キャンパス

13:30〜 15:00

10/2
（日）

公募推薦入試対象
9:00〜 12:30

12/18
（日）
一般入試対象

10:00〜 12:30

奈良・東生駒キャンパス

8/7（日）
12:00 〜 16:00

奈良・東生駒キャンパス

9/18（日）
12:00 〜 16:00

奈良・学園前キャンパス

8/27（土）・28（日）
11:00 〜 16:00

学科体験授業や施設見学、入試説明、在学生との交流など、さまざまなイベ
ントを用意してお待ちしています。お気軽にご参加ください！【予約不要】


